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絵本の中の“みみちゃん”が図書館にやってきた
（寄贈：株式会社学研教育みらい）
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第２回町議会定例会

政策予算決まる！３億4,982万円追加

　予 算 総 額　66666666665555555555億億億億億億億億億億 9999999999,,,,,,,,,,333333333322222222226666666666万万万万万万万万万万65億 9,326万円円円円円円円円円円円 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一般会計＋特別会計）

（単位　千円）◎６月補正予算総額　４億5,577万円

増加率合　　計
６月補正予算

当初予算会　計　名
計その他政策予算

8.08%4,446,444332,44490,916241,5284,114,000一　般　会　計

0.08%644,400500500643,900国民健康保険特別会計

特
別
会
計

12.19%73,6208,0008,00065,620簡易水道事業特別会計

57.49%200,79073,30073,300127,490公共下水道事業特別会計

0.00%57,80057,800後期高齢者医療特別会計

0.92%602,6405,5005,500597,140介 護 保 険 特 別 会 計

5.85%1,579,25087,30014,00073,3001,491,950計

7.49%6,025,694419,744104,916314,8285,605,950合　　計

3.49%542,38818,28078017,500524,108歳入
町立病院事業会計

6.78%567,57036,0301,03035,000531,540歳出

7.43%6,593,264455,774105,946349,8286,137,490総　　計

高齢者おでかけハイヤー支援事業『学ぶ力』を育む推進事業 生活応援活性化事業
（イラストは昨年のものです）

高齢者安心見守り通報装置
整備事業（イメージ図）救命サポート事業
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主 な 事 業 内 容

『安心して暮らすことのできるまちづくり』

○高齢者おでかけハイヤー支援事業 ……… 4,100千円　75歳以上を対象にハイヤー初乗り運賃の一部を助成

○住民参加型高齢者生活支援等推進事業 … 1,587千円　住民参加型の意見交換会の実施

○高齢者安心見守り通報装置整備事業 …… 11,683千円　緊急通報用装置の更新

○医師住宅改築事業 ………………………… 35,000千円　木造２階建　１棟

○公共施設受動喫煙防止対策事業 ………… 1,950千円　公共施設の屋内喫煙室の削減

○町道バリアフリー化推進事業 …………… 99,300千円　バリアフリー化工事（３路線）、測量設計委託（５

路線）

○町営バスの適正運行事業【追加】 ………  4,633千円　デマンド運行で使用するワゴン車(10人乗)購入　　

１台

○下水終末処理場施設整備改修事業 ……… 73,300千円　設備改修詳細設計委託、改修工事 

○河川改修事業 ……………………………… 59,000千円　改修工事（ワッカウエンナイ川、４号川）、測量設計

委託（４号川）

○救命サポート事業 ………………………… 1,530千円　公共施設へＡＥＤ（自動体外式除細動器）配置、ＡＥ

Ｄトレーニング用備品購入、応急手当講習会の開催

○防災情報ラジオ整備事業 ………………… 5,300千円　防災無線の戸別受信ラジオの配付

○救急業務高度化事業 ……………………… 3,873千円　救急救命士の養成

○消防施設整備事業 ………………………… 3,100千円　消防庁舎内部改修工事 

『産業育成による活力あるまちづくり』

○ポスト農地パワーアップ対策事業 ……… 7,325千円　道営土地改良事業地元負担に対する農家負担軽減対

策（東部第１、第２地区、西部地区）

○生活応援活性化事業 ……………………… 16,800千円　20％プレミアム付き商品券発行に対する助成

○観光活動推進事業 ………………………… 2,420千円　観光パンフ更新、ポスター作成、イベント備品購入

○緊急雇用創出推進事業 …………………… 7,757千円　食用種子南瓜の製造・販売に携わる者の育成支援

○農村生活体験事業【拡充】……………………………　事業期間後（11月～３月）の生活支援

○ふるさと応援寄付特産品ＰＲ事業……………………　「ふるさとまちづくり応援寄付金」の特典として、

特産品をプレゼント

『ひとが輝くまちづくり』

○『学ぶ力』を育む推進事業 ……………… 　850千円　先進地視察、授業力向上研修、教育講演会の開催

○小学校整備事業 …………………………… 3,500千円　シャワートイレ整備

○教員住宅整備事業 ………………………… 5,300千円　便器（シャワートイレ）取替、屋根塗装等

○学校特別支援教育支援員配置事業【拡充】 1,350千円　特別支援員を２名から３名に増員し、中学校に配置

○開村100周年記念事業（仮称） ……………  　170千円　検討委員会の設置

政策的事業以外の補正額　１億594万円
主な事業内容
●広報誌の充実　　　　　　　　　　広報誌２色刷り・カラー化の試行

●臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　詳細はＰ８・９に掲載

●保健福祉センター外壁等改修事業　外壁塗装、自動ドア改修等

●図書館外部改修事業　　　　　　　外壁改修、屋根塗装等

●健楽苑ボイラー設備改修事業　　　ボイラー更新

●医療機器整備事業　　　　　　　　血液分析装置更新
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■平成26年６月25日（水）・26日（木）開催された第２回町議会定例会で、条例制定１件を含む議案17

件、推薦１件、報告３件、発議２件について審議されました。議決された主な内容についてお知ら

せします。

【条例改正】

●条例名　和寒町税条例・国民健康保険税条例

　○主な内容：軽自動車税・法人町民税の税率改定、後期高齢者支援金等の課税限度額の改定

●条例名　和寒町高等学校生徒通学費等補助条例

　○主な内容：補助対象者を転入してきた世帯の通学者にも適用となるよう改正

【工事請負契約の締結】

●７号道路改良工事

　　契約金額：81,756,000円

　　契約の相手方：和寒町字三笠99番地

　　　　　　　    株式会社　近藤組

　　施工内容：詳細はＰ15に掲載

【委員の選任】

●監査委員の選任

　　和寒町字三笠　　袰　田　道　明　　氏

　　任　期：平成26年７月１日から４年間

【委員の推薦】

●農業委員会委員の推薦

　　和寒町字北町　　荒　瀬　あつ子　　氏　　　和寒町字中和　　髙　橋　かおり　　氏

●固定資産評価審査委員会委員の選任

　　和寒町字三笠　　今　野　惠　一　　氏

　　任　期：平成26年７月17日から３年間

　６月30日任期満了となった監査委員に、第２回町議会

定例会において同意を得て町長が袰田道明氏を任命しま

した。委員の任期は、７月１日から４年間となります。

監査委員に袰田道明氏再任

　町保健福祉課は、小学生を対象とした介護保険の仕組

みや福祉サービスの内容、町内介護施設などを紹介した

副読本を作成しました。

　副読本を活用し、学校や家庭で介護や福祉について理

解を深めていただこうと５月29日（木）に小学校の児童

会役員（前鼻会長）に手渡し

ました。

　前鼻君は「この本を読んで

お年寄りのために努力して

いきます」と述べました。

介護・福祉に理解深めて　副読本作成
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渡　邊　裕　治
西　町　　TEL 32-3457

世界に挑戦　加藤大平選手始動！

【加藤選手の今後の日程】
７月25日（金）　士別市朝日町サマージャンプ大会
７月27日（日）　名寄市サマージャンプ大会

　５月26日（月）、役場応接室で奥山

町長、児玉自衛隊旭川地方協力本部長

連名による委嘱状が、２名の方に交付

されました。

　自衛官応募に関する相談などに親身

に応じていただけますので、お気軽に

ご相談ください。

（敬称略）

自衛官募集相談員を委嘱しました

下　司　和　也
三　笠　　TEL 32-3082

　ノルディック複合競技、ソチオリンピック日本代表の本町西和出

身、加藤大平選手（29）がオリンピック後、本格的なトレーニングを

始めました。

　ソチオリンピック終了後はケガの回復を見ながらのスロー調整でし

たが、５月に入り本格的に始動。肘の状態も「90％程度までに回復」

と本人も順調さを語っていました。

　５月20日～23日の４日間、士別市で合宿をおこない、ジャンプを合

計12本飛んだ加藤選手は「ジャンプの恐怖もないのでもう心配は無

い」と、富井コーチと細かなデータをとりながら下半身を中心とした

トレーニングをおこなっていました。

　夏の間は全日本チームの合宿で体を

一からつくりあげていき、冬のシーズ

ンを迎える加藤選手。

　目指すは世界の頂点へ！

差し入れしたわっさむ
のトマトジュースに
「おいしくて大好きな
んです」と喜んでいた
だけました。

ソチ五輪の日本選手団の
ユニフォームを寄贈して
いただきました。総合体
育館に展示しています。
貴重な品、ありがとうご
ざいました。
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よ
う
こ
そ
！
和
寒
町
へ
　

　
今
年
も
「
農
村
生
活
体
験
事
業
」
で

３
名
の
か
た
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
寒
町
担
い
手
推
進
協
議
会
が
平
成

２
年
か
ら
は
じ
め
た
こ
の
事
業
は
、
こ

れ
ま
で
　
都
府
県
か
ら
　
名
の
か
た
が

25

92

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
３
名
は
、　

月
末
ま
で
の
約
５
ヶ
月

10

間
、
農
村
体
験
研
修
施
設
「
ふ
れ
愛
の

里
」
で
生
活
を
し
な
が
ら
、
町
内
の
９

戸
の
受
け
入
れ
農
家
な
ど
で
農
業
実
習

や
町
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

な
ど
し
て
農
村
の
魅
力
を
体
験
し
て
い

き
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
５
ヶ
月
間
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
１
　
和
寒
町
に
来
て
感
じ
た
こ
と
や

印
象
は
ど
う
で
す
か
。 

朝
日
　
た
ま
き

　
公
共
施
設
や
お
店
の
位
置
も
わ
か
り

や
す
く
、
生
活
し
や
す
い
と
思
い
ま

す
。
初
対
面
で
も
話
し
や
す
い
人
が
多

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

岩
瀬
　
ま
み

　
自
然
が
多
く
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
長

い
道
や
広
い
空
に
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
。

藤
田
　
麻
里

　
自
然
や
花
、
町
並
み
が
き
れ
い
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

Ｑ
２
　
農
業
体
験
を
し
た
い
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。 

朝
日
　
た
ま
き

　
自
給
自
足
の
夢
に
少
し
で
も
近
づ
け

た
ら
と
思
っ
た
か
ら
。

岩
瀬
　
ま
み

　
野
菜
が
好
き
で
、
作
っ
て
み
た
い
と

思
っ
た
の
と
、
採
れ
た
て
の
野
菜
の
味

が
知
り
た
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。

藤
田
　
麻
里

　
野
菜
を
自
分
の
手
で
作
っ
て
み
た
い

と
思
っ
た
の
で
。

 

Ｑ
３
　
農
業
体
験
で
楽
し
み
に
し
て
い

る
こ
と
は
何
で
す
か
。 

朝
日
　
た
ま
き

　
作
物
の
成
長
を
見
る
こ
と
と
、
受
け

入
れ
農
家
さ
ん
と
作
業
を
通
し
て
交
流

す
る
こ
と
で
す
。

岩
瀬
　
ま
み

　
そ
れ
ぞ
れ
の
作
物
の
成
長
過
程
を
見

る
こ
と
と
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
こ
と
を
毎
日
で
き
る
こ
と
が
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

藤
田
　
麻
里

　
育
て
た
野
菜
の
成
長
を
見
て
、
収
穫

す
る
こ
と
で
す
。

 

　
実
習
生
の
３
人
に
　
　
　

次
の
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
　

朝
日
　
た
ま
き
　
さ
ん

　
出
身
地
　
弟
子
屈
町

　
趣
　
味
　
食
べ
る
こ
と
、
読
書
、 

温
泉
、
岩
盤
浴

～ようこそ！自然の恵み野わっさむ町へ～ようこそ！自然の恵み野わっさむ町へ～～
女性３名が実習生として来女性３名が実習生として来町町

平成26年平成26年度度

農村生活体験事業農村生活体験事農村生活体験事業業

岩
瀬
　
ま
み
　
さ
ん

　
出
身
地
　
東
京
都

　
趣
　
味
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、 

映
画
鑑
賞
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Ｑ
４
　
農
業
体
験
で
不
安
な
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。 

朝
日
　
た
ま
き

　
体
調
管
理
が
で
き
る
か
不
安
で
す
。

岩
瀬
　
ま
み

　
農
家
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
わ

な
い
か
、
体
力
が
も
つ
か
心
配
で
す
が

頑
張
り
ま
す
。

藤
田
　
麻
里

　
体
力
と
、
熱
中
症
に
な
ら
な
い
か
心

配
で
す
。

Ｑ
５
　
農
業
体
験
の
ほ
か
に
、
や
っ
て

み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。 

朝
日
　
た
ま
き

　
道
北
に
来
た
の
は
ほ
ぼ
初
め
て
な
の

で
、
休
日
は
積
極
的
に
行
っ
た
こ
と
の

な
い
場
所
へ
行
っ
た
り
、
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
た
い
で
す
。

岩
瀬
　
ま
み

　
海
鮮
を
食
べ
る
、
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

る
、
お
花
畑
に
行
く
、
挙
げ
た
ら
キ
リ

が
な
い
く
ら
い
色
々
な
こ
と
が
し
た
い

で
す
。

藤
田
　
麻
里

　
ワ
カ
サ
ギ
釣
り

Ｑ
６
　
こ
の
農
業
体
験
を
と
お
し
て
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
学
び
た
い
で
す
か
。 

朝
日
　
た
ま
き

　
と
に
か
く
新
し
い
こ
と
を
い
っ
ぱ
い

吸
収
し
た
い
で
す
。

岩
瀬
　
ま
み

　
作
物
を
育
て
る
大
変
さ
と
楽
し
さ
を

自
分
自
身
で
感
じ
て
、
今
後
の
人
生
に

活
か
せ
る
よ
う
に
野
菜
に
関
す
る
知
識

を
深
め
た
い
で
す
。

藤
田
　
麻
里

　
一
か
ら
作
物
を
作
る
苦
労
や
喜
び
を

実
感
し
た
い
で
す
。

 

Ｑ
７
　
最
後
に
和
寒
町
民
の
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
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を
ど
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ぞ
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朝
日
　
た
ま
き

　
み
な
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
！
今
回
の

体
験
事
業
で
の
受
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入
れ
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
見
か
け
た
際
は

気
軽
に
声
を
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け
て
頂
け
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と
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。
５
ヶ
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間
よ
ろ
し
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お
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し
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す
。

岩
瀬
　
ま
み

　
こ
れ
か
ら
交
流
会
等
で
会
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機
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が

あ
る
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と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
声
を
か

け
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頂
け
た
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嬉
し
い
で
す
。
そ
れ
以

外
で
も
外
で
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
　
一
人
で
も
多
く
の
方
々
と

!!

話
せ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
５
ヶ
月
間
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

藤
田
　
麻
里

　
５
ヶ
月
間
の
短
い
期
間
で
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
今
回
、
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
字
中
和
　
伏
見

豊
治
さ
ん
は
「
普
段
、
野
菜
を
目
に
す

る
時
は
お
店
に
並
ん
だ
物
が
多
い
と
思

う
が
、
体
験
事
業
を
通
し
て
農
家
の
仕

事
に
触
れ
る
な
か
で
、
作
物
の
育
つ
過

程
や
苦
労
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

農
村
生
活
体
験
事
業
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
　

（
℡
　
―
２
４
３
５
）
ま
で
お
問

32

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
け
入
れ
農
家
さ
ん
か
ら

藤
田
　
麻
里
　
さ
ん

　
出
身
地
　
兵
庫
県

　
趣
　
味
　
ス
ポ
ー
ツ
、
陶
芸
、
読
書
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「
臨
時
福
祉
給
付
金
」を
語
っ
た
 〝
振
り
込
め
詐
欺〟 
や
 〝
個
人
情
報
の
搾
取
〟に
ご
注
意
！
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走った・跳んだ・踊った　運動会・体育祭
　保育所、小学校、中学校の運動会・体育祭がそれぞれおこなわれ、訪れた多くのご家族の皆さんか

ら大きな歓声と拍手が送られ、楽しいひとときを過ごしていました。

５月25日(日)　　中学校運動会

６月１日(日)　　小学校運動会

６月21日(土)　　保育所運動会



　
梢　広報わっさむ　平成26年７月号　11

受動喫煙防止対策のための基本指針を策定

　
禁
煙
が
上
手
く
で
き
な
い
の
は
、

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
が
主
な
原
因
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

【
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
は
？
】

　
喫
煙
で
ニ
コ
チ
ン
が
脳
に
入
る

と
、
ド
ー
パ
ミ
ン
と
い
う
物
質
に
よ

っ
て
快
感
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
を
繰

り
返
す
う
ち
、
強
い
意
志
を
持
っ
て

も
や
め
ら
れ
な
く
な

る
状
態
が
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
で
す
。

【
有
害
物
質
が
た
く
さ
ん
！
】

　
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
は

四
千
種
類
ほ
ど
あ
り
、
中
に
は
ア
リ

の
殺
虫
剤
と
同
じ
物
質
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
（
図
１
）
。

　
こ
れ
ら
の
物
質
が
血
管
を
傷
つ

け
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
の
発
症
・
死

亡
リ
ス
ク
を
２
～
４
倍
以
上
高
め
ま

す
（
図
２
）
。 

【
肺
は
元
に
は
戻
ら
な
い
？
】

　
肺
が
破
壊
さ
れ
るCOPD

（
慢
性
閉

塞
性
肺
疾
患
）
と
い
う
病
気
の
患
者

の
９
割
が
喫
煙
者
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
咳
や
痰
の
ほ
か
、
呼
吸
苦
で
歩
行

や
会
話
が
難
し
く
な
り
、
酸
素
ボ
ン

ベ
が
手
放
せ
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
、
日
常
生
活
も
制
限
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
破
壊
さ
れ
た
肺
は
簡
単
に
は
元
に

戻
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
少
し
で

も
早
く
禁
煙
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
禁
煙
で
得
ら
れ
る
効
果
を
一
部

ご
紹
介
し
ま
す
。

 

【
禁
煙
は
「
禁
煙
外
来
」
で
】

　
病
院
の
「
禁
煙
外
来
」
で
は
医
師

と
協
力
し
て
禁
煙
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
標
準
的
な
内
容

は
、　

週
間
に
わ

12

た
り
合
計
５
回
の

診
察
（
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
チ
ェ
ッ

ク
、
呼
気
の
一
酸

化
炭
素
濃
度
検

査
、
禁
煙
に
よ
る

変
化
の
確
認
、
禁

煙
ア
ド
バ
イ
ス
、

等
）
が
行
わ
れ
ま

す
（
図
３
）
。
成

功
率
は
７
割
ほ
ど

と
高
め
で
す
。

　
そ
の
他
、
吸
い
た
い
気
持
ち
を
や

わ
ら
げ
て
く
れ
る
禁
煙
補
助
剤
の
処

方
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
治
療
は
町
立
和
寒
病
院
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
方
法
を

見
つ
け
、
失
敗
し
て
も
何
度
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
保
健
師
　
林
　
千
尋
〉

健
康
メ
モ

～
　
何
歳
か
ら
で
も
禁
煙
を
　
～

●
食
事
が
お
い
し
く
感
じ
る

●
肌
艶
が
良
く
な
る

●
お
金
が
貯
ま
る

●
呼
吸
が
ラ
ク
に
な
る

・
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ

・
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム

・
ニ
コ
チ
ン
を
含
ま

な
い
飲
み
物

アセトン ペンキ除去剤

トルエン 工業溶剤

ヒ素 アリ殺虫剤

たばこの
有害物質

同じ物質を
含むもの

(図１)たばこと同じ物質を含むもの

(図２)循環器病による死亡

非喫煙者を１とした場合の
　　　　　喫煙者の死亡リスク
　　　　　　　(男性:21本以上/日)

(図３)診察回数とその間隔

　町では、平成24年度に健康わっさむ21（健康増進計画）を策定し、子どもから高齢者まで健康でい

きいきと安心した生活を送ることができるまちを目指して取り組んでいるところです。この取り組み

を具現化するひとつとして、受動喫煙防止対策についての基本指針を策定しました。

　※平成26年６月１日から適用

町民、事業者、行政が一体となって、受動喫煙防止対策に取り組む必要があります。

■受動喫煙防止対策の推進

町民の取り組み

　たばこが本人および周囲の人の健康に
影響を及ぼすことや禁煙の効果を知り、
健康的な生活習慣を身につけます。

事業所の取り組み

　労働安全衛生法に基づき、事業者が労
働衛生管理の一環として一層の受動喫煙
防止対策を組織的に取り組みます。

行政の取り組み

　多くの人が利用する場所や、病気
の人、妊婦、未成年等多数の者が利
用する公共的な空間における全面禁
煙を進めます。全面禁煙が極めて困
難である場合は当面の間、今ある喫
煙場所の完全分煙化なども含め適切
な受動喫煙防止策を講じます。

　この指針は、受動喫煙が健康に与える影響を排除するため、町とし
て講ずべき受動喫煙防止対策の取り組みを示し、子どもなど非喫煙者
にたばこの煙を吸わせない環境づくりを進めるとともに、町民の健康
保持・増進と快適な環境づくりを目指すことを目的とします。

目　的



　
　広報わっさむ　平成26年７月号　梢12

交通安全少年隊隊旗移譲式
　交通安全少年隊隊旗移譲式が町民センターでおこなわ

れ、中学生６名、小学生９名の計15名が入隊しました。

士別警察署長から交通安全リーダー証を受け取り、隊長

の髙原未来さん（中学校３年）は「体を鍛え心をみがき

他の模範となり、進んで交通ルールを守り、交通安全を

呼びかけます」と誓いの言葉を述べました。これからも

学校や地域と連携した交通安全教育をおこない、交通事

故防止に努めていきます。

～人と人との出会いは“よっぽどの縁”～
　奈良薬師寺の僧侶である大谷 徹  奘 氏の講演会が公民

てつ じょう

館恵み野ホールでおこなわれました。大谷氏は「人間は

持っている価値観が違うのでぶつかることは避けられな

い。人と人とのかかわりのことをお経では“縁”と呼

ぶ。“よっぽど
・・・・

の縁”がなければ家族、友達等さまざま

な出会いもなかった。その出会いを喜ぶことが出来なけ

れば幸せにはなれない」と語りました。ときに笑い、と

きに話に聞き入る充実した講演会となりました。

楽しい実験の数々に大歓声　　　　　
　「米村でんじろう先生のサイエンスショー」が公民館

恵み野ホールでおこなわれました。ペーパーブーメラ

ン、巨大空気砲、シャボン玉といった身近なものを使っ

てできる楽しくて不思議な科学の実験が次々と披露され

ました。実験のなかには、隣の人と手をつなぎ静電気を

体感するものや科学に関するクイズなど来場者が参加体

験するものもあり、450人の歓声と笑い声が終始会場に

響いていました。

～地域の話題をお届けします～

普通救命講習
　午前・午後の部の２回、救急講習会が実施されました。

　この講習は３時間の講習で、心肺蘇生法やＡＥＤの使

用法、止血法、気道異物の除去を学ぶものです。消防署

和寒支署職員が講師となり、町民８名が参加し講習がお

こなわれました。

　和寒支署の救急車の現場到着平均時間は約６分です。

心臓停止後、早い段階での処置が救命率の向上につなが

ります。和寒支署では、救命講習会開催希望を受付して

います。

体重の負荷でゆっくりトレーニング
　体育協会主催の「スロートレーニング教室」が開かれ

ました。バーベルなどは使わず、自分の体重の負荷を利

用しゆっくりと体を動かし筋力をつけるトーニングで、

参加者からは「道具を使わなくても筋力アップに効果が

あるので、家でも続けていきたい。」と心地よい汗をか

いていました。

6/4
（水）

5/31
（土）
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6/5
（木）

6/5
(木)

6/9
(月)
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安全確認をしっかりと
　「高齢者の交通安全」と題して、三笠山大学５月講座

が公民館恵み野ホールで開催されました。

　講師に士別警察署の小泉慎太郎交通課長を招き、今年

の道内の交通死亡事故の状況や、事故を起こした高齢者

のなかに「記憶がなかった」と証言した事例などを取り

上げ、「加齢により身体能力や判断力が低下しているこ

とを認識してほしい」と語り、交通安全への意識など説

明がありました。講義の後、自転車シミュレーター体験

がおこなわれ、学生たちは交通ルールの再確認をしまし

た。

ご遺徳をしのび
　忠魂碑境内で和寒町戦没者慰霊招魂祭が執りおこなわ

れ、ご遺族や来賓の方々50人余りが参列し、黙とうを捧

げました。

　これまでの幾多の戦争で、本町出身の247名の尊い生

命が失われました。参列者一人ひとりが献花をして、戦

没者のめい福をお祈りしました。
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6/11
（水）

6/15
（日）

 ご家庭における節電のお願い 
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■保険料の算出
平成26年度の保険料は次の計算方法で算出します。

≪保険料の算出方法≫

これに基づいて算出した保険料を８月に個別にお知らせしますので、ご確認ください。

●年間の保険料の上限額は57万円です。

●所得の少ない人は、世帯主や被保険者の所得に応じて保険料が軽減されます。

●年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割りで計算します。

■保険料の支払方法
保険料のお支払いは、「年金からのお支払い」と「口座振替」を選ぶことができます。

■保険料の減免
災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別な事情により、保険料のお支払いが困難なか

たについては、保険料の減免が受けられる場合があります。

保険証・減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）が新しくなります！

後期高齢者医療制度のお知らせ
～平成26年度の保険料等について～

１年間の保険料

(100円未満切り捨て)
＝

所 得 割

【本人の所得に応じた額】

（平成25年中の所得－33万円）×10.52％

＋

均 等 割

【１人あたりの額】

51,472円

７
月
中
に
新
し
い
保
険
証
・

減
額
認
定
証
を
送
付
し
ま
す
。

８
月
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

＝お問い合わせ先＝

北海道後期高齢者医療広域連合 和寒町役場

〒060-0062 住民課保険医療係

札幌市中央区南２条西14丁目国保会館６階 電話 0165-32-2422

電話 011-290-5601

（保険証：黄緑色） （減額認定証：黄色）

口座振替を希望されるかた、保険料のお支払いが困難な場合は、

住民課保険医療係へご相談ください。
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平成26年度から個人町・道民税の均等割額が引き上げられます
　東日本大震災からの復興や防災の施策に要する費用の財源を確保するための臨時措置として、平成

26年度から平成35年度までの10年間に限り、町民税・道民税の均等割額にそれぞれ500円が加算され

ます（合計で1,000円加算）。

　町民の皆さまが安心して暮らすことができるまちづくりを進めるため、納税に対しご理解とご協力

をよろしくお願いいたします。

なお、町民税・道民税が非課税の方は均等割の引き上げに影響ありません。

平成26年度から平成35年度まで平成25年度まで  

３，５００円３，０００円町民税の均等割額 

１，５００円１，０００円道民税の均等割額 

５，０００円４，０００円均等割額の合計 

※平成26年度の納税通知書は７月15日（火）に発送予定です。
（特別徴収の方は５月９日（金）に税額決定通知書を発送しております）

工事着工の状況
施工業者完成期限金　額(円)施　　工　　内　　容工　　事　　名場所

㈱ 近 藤 組９月12日35,100,000
工事延長Ｌ＝2,200ｍ
（４号道路～８号道路）

17線道路路面改修工事川　西

㈱ 近 藤 組８月15日7,300,800
工事延長Ｌ＝330ｍ
（日の出道路～日の出２号道路）

13線道路路面改修工事日の出

㈱ 橘　 組８月15日4,374,000

屋根・外壁塗装
松岡（Ｓ58年棟）１棟
中和（Ｓ56年棟）１棟
大成（Ｈ３年棟）１棟

地域住宅外壁等
改修工事

松　岡
中　和
大　成

㈱ 近 藤 組11月28日81,756,000
工事延長Ｌ＝480ｍ　幅員Ｗ＝5．5ｍ
（17線道路手前300ｍ～16線道路手前356ｍ）

７号道路改良工事川　西

㈱ 近 藤 組８月29日7,290,000
工事延長Ｌ＝450ｍ
（日の出２号道路～松岡道路）

12線道路路面改修工事
松　岡
日の出

㈱コンドー興産11月28日5,940,000
折返し滑車軸交換
索受整備、握索機整備

東山スキー場
第１リフト改修工事

日の出

■お問い合わせ先　自衛隊旭川地方協力本部　名寄出張所

　　　　　　　　　住所　〒096-0011　名寄市西１条南９丁目45

　　　　　　　　　電話　01654－2－3921

　　　　　　　　　　※受験申し込みは、和寒町役場総務課でも対応いたします。

自衛官等募集
■試験期日■受付期間■応募資格■受験種目

平成26年９月19日（金）又は、
平成26年９月20日（土）

平成26年８月１日（金）～
平成26年９月９日（火）

18歳以上27歳未満
（平成27年４月１日現在）

一般曹候補生

受付時にお知らせします。年間を通じて行っています
18歳以上27歳未満

（採用予定月の１日現在）
自衛官候補生
（男子）

平成26年９月25日（木）
平成26年８月１日（金）～
平成26年９月９日（火）

18歳以上27歳未満
（採用予定月の1日現在）

自衛官候補生
（女子）

平成26年９月23日（火）
平成26年８月１日（金）～
平成26年９月９日（火）

高卒（見込含）21歳未満
（平成27年４月１日現在）

航空学生

７
月
　
日（
木
）は
、町
税
（
町
道
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
期
限
で
す
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話題の新着本

「虚ろな十字架」東野圭吾

別れた妻が殺された。もし、あのとき

離婚していなければ、私はまた遺族に

なるところだったー。圧倒的な密度と

深い思索に裏付けられた予想もつかな

い展開の描き下ろし長編。

「決断」小杉健治

父は家庭を顧みず事件解決に邁進し、

名刑事といわれつつ退職した。父への

反発から検事への道を進んだ息子は、

現在手掛けている殺人事件と、父の未

解決殺人事件との奇妙な符号を見つけ

て…。

「平凡」角田光代

もし、あの人と結婚していなければ。

別れていなければ。仕事を続けていれ

ば。どんなふうに暮らしたって、絶

対、選ばなかった方のことを想像して

しまう…。６人の「もし」を描いた小

説集。

「八月の六日間」北村薫

40歳目前、文芸誌の副編集長をしてい

るわたしは、人生の不調が重なった

時、山歩きと出会った。いくつもの偶

然の巡り合いを経て、心は次第にほど

けていく…。

「ホリデー・イン」坂木司

それぞれの夜。それぞれの朝。扉を開

けて、彼らは出会った。新米宅配ドラ

イバーと息子の奮闘を描く短編集。

「女系の総督」藤田宜永

母、姉はもちろん、子供たちから２匹

の猫まで、女だらけの森川家。崇徳に

とって、女は知れば知るほど理解でき

ない摩訶不思議な生き物。彼女たちの

秘密を垣間見た時、女難と恋が押し寄

せて…。

今月のＢＥＳＴ本（５月の貸出回数上位本）

「ロンググッドバイ」

レイモンド・チャンドラー

ハードボイルドの不朽の名作が、村上春

樹の翻訳により甦る…。

ＮＨＫにてドラマ化されました。

「神去なあなあ夜話」三浦しをん

「wood job！(ウッジョブ)」の題名で映

画化された「神去なあなあ日常」の続編。

100年後を見据える「林業」の世界に生

きる主人公のその後のお話です。

７・８月のイベント情報

７/12　14:00～　おはなし会

７/19　14:00～　ポコ･ア･ポコの夏祭り

７/26　14:00～　おはなし会

８/２　14:00～　おはなし会

８/９　14:00～　おはなし会

読み聞かせなどの

お楽しみがいっぱい！

　遊びに来てね！

最高気温を更新！　36.6度
　６月４日（水）に和寒町の気温がなんと36.6度（午後２時35分）。

　この日は全国で２番目に高い気温となり、昭和53年８月３日に記録した35.5

度を36年ぶりに更新し、観測史上最高記録となりました。

７月の特集情報

「がんばれ！クラブ活動」

部活動、クラブ活動を題材にした、読み物やマンガ

を集めました！いつも頑張っている児童生徒はもち

ろん、大人の方も青春を振り返ってください。

「夏休みに読みたい本」

青少年読書感想文コンクールの課題図書や、

宿題の参考にできる工作本を用意します。
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　老齢基礎年金は最低25年間（受給資格期間の合算）保険料を納めなければ受給することができませ

ん。

ムダにしていませんか？あなたの保険料！
　国民年金は20歳から60歳まで加入します。老齢基礎年金を受け取るためには、原則25年（300カ

月）の加入期間が必要です。10年、20年保険料を納めていても、25年の加入期間を満たさない場合は、

老齢基礎年金を受け取ることができません。60歳までの間に、25年の受給資格期間を満たせないかた

や40年の納付がなく年金額が満額にならないかたは、60歳以降も国民年金に任意加入することができ

ます。（保険料はその年度で定められている金額です）

　老齢基礎年金は保険料納付済期間が40年あってはじめて満額支給されます。

　40年間保険料を納め続けると、65歳から月に64,400円（年金額は平成26年度）の基礎年金が受けら

れます。

■お問い合わせ先　役場住民課お客さま窓口係　（℡32-2422･2500）

保険料納付を忘れずに・・・納めて安心国民年金

あなたは年金を将来、受けられますか？れこれあ金年

守れていますか？交通ルールのキホン

　和寒の幼児や児童生徒の生活圏には国道を中心とした幹線となる道路が多く、通学や遊びの上での

危険がいっぱいです。

　とくに集団でいるときなどついふざけてしまったことで大事故につながることもあります。交通量

が多い場所はもちろんのこと、交通量が少ない場所であっても危険に備えられるようにあらためてし

っかりと交通ルールを確認しましょう。

　

　■歩道のある所では正しく歩道を歩きましょう。

　■道路を横断するときは左右を確かめてからわたりましょう。

　■自転車に乗る時はブレーキがきちんと効いているかをたしかめましょう。

　　また夜間はライトをつけなるべく明るい道路を通りましょう。

　■用水路、線路など危険な場所に行かないようにしましょう。

　危険な遊びや場所については学校と連携しながら実態に合わせ、特に「どうして危険か、どうして

いけないか」話し合ってみましょう。また子どもの生活圏のなかでの危険箇所については家庭でしっ

かりと確認しておくようにしましょう。

◆「家庭教育のてびき」より

育教庭家のらかれこ

受給するために必要な期間（受給資格期間）は、

　① 国民年金保険料納付済期間

　② 免除期間

　③ 合算対象期間

　④ 厚生年金保険加入期間　　　　　　　※①～⑧を合算して

　⑤ 共済組合の組合員期間　　　　　　　　　　２５年以上です。

　⑥ 第３号被保険者期間

　⑦ 学生納付特例期間

　⑧ 若年者納付猶予期間

（ただし、③・⑦・⑧は受給資格期間を満たしているかどうかをみるときは計算され

ますが、年金額を計算するときには含まれません。）

７
月
　
日（
金
）～
　
日（
日
）は
、夏
の
全
道
交
通
安
全
運
動
期
間
で
す
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町職員人事異動　 害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害 

７月１日付　　保健福祉課介護保険係主査（総務課付主査）　　弓　場　　　明
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小
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行
さ
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）
東
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インターネットでも情報満載！

和寒町ホームページアドレス

http://www.town.wassamu.hokkaido.jp/

■人　口　３，７３４人（△11人）

　・男　　１，７１９人（△７人）

　・女　　２，０１５人（△４人）

■世帯数　１，７４２戸（△８戸）

　　　　　（　）内は前月対比

　　出生　　０人　　死亡　７人

　　転入　　６人　　転出　10人

　　　　　　　　　　５月末現在

人
の
動
き

■
 編編

集 集
 後後

記 記
 ■

　
今
年
も
元
気
な
女
性
た
ち
が

農
村
生
活
体
験
で
和
寒
町
に
や

っ
て
き
ま
し
た
。

　
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修

を
終
え
た
３
名
は
、
現
在
、
受

け
入
れ
農
家
さ
ん
で
悪
戦
苦
闘

中
。
早
く
和
寒
の
風
土
に
慣
れ

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

フ
ァ
イ
ト
！
ま
ち
で
見
か
け
た

ら
、
お
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

（
Ｍ
）

塚 崎 颯塚　崎　颯　杜杜くく
んん

≪Ｈ25.３.18生まれ≫

北町　塚崎知史さ
ん・優希

さ
んの長男

　こんにちは、はやとです。
　ぼくは、食欲旺盛で二人のお姉ちゃ
んに負けないくらいモリモリ食べるん
だ。だから遊ぶときも元気一杯。どこ
までも走っていけるよ。高いところも
大好き。遠くまで見えるし物を落とす
と大きな音がしてとっても楽しいん
だ。外で見かけたら声をかけてね。笑
顔とハイタッチでこたえるよ(̂-̂)/

は　　はやや と　　 と　　

大 瀨 幸大　瀨　幸　帆帆ちちゃゃ
んん

≪Ｈ25.３.23生まれ≫

三笠　大瀨正嗣さ
ん・有里さ

んの長女

　はじめまして、私の名前はさちほで
す。食べることとおしゃべりすること
が大好き。最近は、おいしい！って言
葉を覚えたよ。あとボール遊びが大好
き。こども館へ行ったらボールプール
で遊ぶんだ。毎日元気いっぱい！こん
な私ですがみなさん仲良くしてくださ
い。よろしくね樺

さち さち　　 ほほ


	hyou1
	p2
	p3
	p4
	世界に挑戦 加藤大平選手始動！　自衛官募集相談委員を委嘱しました-P5(PDF994kb)
	p6
	p7
	p8
	p9
	走った・飛んだ・踊った　運動会・体育祭-P10(PDF839kb)
	受動喫煙防止対策のための基本指針を策定-P11(PDF295kb)
	p12
	p13
	後期高齢者医療制度のお知らせ-P14(PDF165kb)
	平成26年度から個人町・道民税の均等割額が引き上げられます　他-P15(PDF123kb)
	図書館へ行こう！-P16(PDF199)
	年金あれこれ　これからの家庭教育-P17(PDF106)
	ハローベイビー　他-P18(PDF236kb)

